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将来人口の設定について 

 

 ※令和 14（2032）年の目標人口を設定し、説明を掲載します。 

なお、将来人口の設定にあたっては、現在の住基人口をベースに出生率や純移動率など

を踏まえ、複数のパターンにより人口シミュレーションとして推計しています。 

以下に、将来人口シミュレーション結果一覧を参考に提示します。 

 

（１）人口推計（シミュレーション）にあたって 

基準人口を 2020年住民基本台帳人口とし、現状のまま推移した場合の「ベース推計」（※

コーホート要因法を用い、５歳階級・５年刻みの推計を 2070年まで）を実施し、将来人口

シミュレーションは、ベース推計を基礎としながら、一定の出生率向上と転出抑制・転入促

進が実現された場合を想定し、複数のパターンによりシミュレーションを実施しています。 

仮定値等 推計パターンと考え方 

基準人口 総務省「2020年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」久喜市 

生残率 

０～４歳性比 

社人研『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計_久喜市 

※全ての推計パターンに共通して採用。 

純移動率 総務省「2020年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」久喜市及び同 2015年か

ら、2015→20年の純移動率実績を算出・・・ア 

 

パターン A 現状維持：アの傾向が今後も続くものと想定。 

パターン B 転出抑制：アのうち、現状では転出超過となっている 20～34 歳に着目

し、この転出超過が 2040年に解消される（純移動率がゼロとなる）と想定。 

パターン C 転入促進：アのうち、現状では転入超過となっている０～19歳、及び 35

～49歳に着目し、この転入超過が 2040年に 10％伸びる（純移動率＋10％となる）と

想定。 

パターン D 転出抑制・転入促進：パターン Bとパターン Cの双方が、2040年に実現

されると想定。 

合計特殊出生率 埼玉県「埼玉県の合計特殊出生率」久喜市から、2015→19年の５カ年実績値の平均値

（1.12760）を算出・・・イ 

 

パターン A 現状維持：イの値が今後も続くものと想定。 

パターン B 堅実上昇：イの値が、2060年に 1.80まで上昇するものと想定。 

パターン C 積極上昇：イの値が、2040年に 1.80、2060年に 2.07まで上昇するもの

と想定。 

パターン D 超積極上昇：イの値が、2040年に 2.07まで上昇するものと想定。 
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（２）将来人口シミュレーション結果一覧 
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№
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計
パ
タ
ー
ン

推
計
値


前
ペ
ー
ジ
の
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お
り
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純
移
動
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合
計
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出
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率
を
変
化
さ
せ
、

1
6
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り
の
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実
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し
ま
し
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。
 


基
本
構
想
（
検
討
原
案
）
で
は
、
今
後
、
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市
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お
い
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々
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